
介護職員実務者研修コース（通信課程）

取得資格別　受講内容一覧

科目名 内容

第１回

人間の尊厳と自立 人間の尊厳と自立 ○

介護の基本Ⅰ

介護福祉士制度

○尊厳の保持、自立に向けた介護の考え方と展開

介護福祉士の倫理

コミュニケーション技術

介護におけるコミュニケーション技術

○ ○ ○介護場面における利用者・家族とのコミュニケーション

介護におけるチームのコミュニケーション

第２回

社会の理解Ⅰ 介護保険制度 ○

社会の理解Ⅱ

生活と福祉

○ ○ ○
社会保障制度

障害者自立支援制度

介護実践に関連する諸制度

第３回

発達と老化の理解Ⅰ
老化に伴う心の変化と日常生活への影響

○ ○ ○
老化に伴うからだの変化と日常生活への影響

認知症の理解Ⅰ

認知症ケアの理念

○ ○認知症による生活障害、心理、行動の特徴

認知症の人とのかかわり・支援の基本

障害の理解Ⅰ

障害者福祉の理念

○ ○障害による生活障害、心理・行動の特徴

障害児者や家族へのかかわり・支援の基本

第４回

こころとからだのしくみⅠ

移動・移乗

○

着脱、整容、口腔清潔

食事

排泄

入浴・清潔保持

生活支援技術Ⅰ ○
環境整備、福祉用具活用等の視点

介護技術の基本とボディメカニクスの活用

家事援助の基本

第５回

介護の基本Ⅱ

介護を必要とする人の生活の理解と支援

○ ○
介護実践における連携

介護における安全の確保とリスクマネジメント

介護福祉士の安全

発達と老化の理解Ⅱ

人間の成長・発達

○ ○ ○老年期の発達・成熟と心理

高齢者に多い症状・疾病等と留意点
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生活支援とICFの考え方



科目名 内容

第６回

認知症の理解Ⅱ
医学的側面から見た認知症の理解

○ ○ ○
認知症の人や家族への支援の実際

障害の理解Ⅱ
医学的側面から見た障害の理解

○ ○ ○
障害児者への支援の実際

第７回

介護過程Ⅰ

介護過程の基礎的知識

○介護過程の展開

介護過程とチームアプローチ

介護過程Ⅱ ○ ○ ○

第８回 こころとからだのしくみⅡ

人間の心理

○ ○ ○

人体の構造と機能

第９回 生活支援技術Ⅱ ○

第１０回 医療的ケア

医療的ケア実施の基礎

○ ○ ○ ○ ○喀痰吸引

経管栄養

※すでに取得している資格に応じて、科目の免除を行う。

科目名 内容

介護過程Ⅲ
介護過程の展開の実際

○ ○ ○ ○
介護技術の評価

医療的ケア
医療的ケア講義

○ ○ ○ ○ ○
医療的ケア演習
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介護過程の展開の実際(施設)

介護過程の展開の実際(在宅)

介護における観察のポイント①(睡眠)

介護における観察のポイント②(移動・移乗)

介護における観察のポイント③(着脱、整容、口腔清潔)

介護における観察のポイント④(食事)

介護における観察のポイント⑤(排泄)

介護における観察のポイント⑥(入浴・清潔保持)

介護における観察のポイント⑦(終末期)

介護技術の基本①(睡眠)

介護技術の基本②(移動・移乗)

介護技術の基本③(着脱、整容、口腔清潔）

介護技術の基本④(食事)

介護技術の基本⑤(排泄)

介護技術の基本⑥(入浴・清潔保持)

介護技術の基本⑦(終末期)

※採点は各内容ごとに行い、70点以上を合格とする。
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講義
演習

※講義及び演習はアクティブボランティア21研修室にて行います。
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